
ＳＲＣのための調査活用セミナー
●開催日：2024年11月14日（木）

●会 場：Ｗeb開催

●講 師：（公社）国際経済労働研究所

  研究員 依藤 佳世

この度は「SRCのための調査活用セミナー」にご参加いただき、誠にありがとうございました。

セミナー終了後に参加者の皆様にご記入いただいたアンケートをまとめましたので、開催結果としてご報告いたします。

（出席者：１７人 回答者数：14人）

講師のレクチャーは
わかりやすかったですか？

今回のセミナーへの期待は
大きかったですか？

セミナー全体として満足
されましたか？

今後同様のセミナーがあれば、
他の組合員（役員）も参加させ
たいですか？

SRC研修コース 

～開催結果のご報告～

株式会社 応用社会心理学研究所
（事務局：末田、藤原）                                

〒540-0031
大阪市中央区北浜東1-8 北浜東森田ビル５F

Tel：06-6941-2171 Fax：06-6941-2081  

【事務局より】 今回のセミナーは、７組織１７名の方にご参加いただきました。意識
調査の設計から結果の解釈まで、グループワークを交えて様々な気づきを得ていた
だいたようです。今回の学びを今後の取り組みに活かしていただければ幸いです。な
お、本セミナーは、単組単位での開催も可能です。支部役員の皆さんのアンケート
活用スキル向上など、様々なご要望に対応いたしますので、お気軽にご相談くださ
い。

• 労使協議会の議案作成のために各支社アンケートを取るのですが、作り方や

注意点を伝えられるいいセミナーでした。

•アンケート設問の検討と組織強化（組合関与）に活かしたいと思います。

•推奨できない調査項目や選択肢はアンケート作成の際に意識すべきだと

わかり、今後の調査に活かしたいと考えています。

•調査をコミュニケーションツールとして活用することも組合活動として

取り入れたいと思います。

•感情のデータを分析するのは難しいと思っていたが、仮説を立てること

や設問の設定の仕方で測定と分析がしやすくなることがわかり、今後に

活かせると思った。

• 今回のセミナーを通じて設問の重要性と実施後の行動をいかにしていく

かを感じました。

• 質問の出し方や選択の内容についての注意事項を知れて良かったです。

• 解析、アクションについては、調査結果を活かしきれていないというとこ

ろが刺さった。

• 「組合への意識の低さは変えられない」自分が持ち合わせているこの考え

自体が社会的現実性を作り出している要因だと認識しました。

• グループワークで、他の単組の方とコミュニケーションをとれることはよ

かった。

• 時間に追われてしまったので、グループ討議の時間がもう少し欲しかった。

その他にも様々なご意見をいただきました。ありがとうございました。

■アンケート集計 ■感想コメント（気づき・ご意見など）

当日の様子

定期開催  来春5・6月を予定しています。ご参加をお待ちしています！
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